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《。令和一年の凄」子 

令
和
二
年
も
わ
く
わ
く
と
し
て
迎
え
た
筈
で
し
た
が
、
誰
も
が
こ
ん
 

な
時
世
を
想
像
す
る
こ
と
が
出
来
た
で
し
ょ
う
か
。
 

日
々
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
報
道
に
明
け
暮
れ
、
先
の
見
え
な
い
 

恐
怖
に
お
の
の
き
な
が
ら
不
安
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
 

い
ま
し
た
。
 

新
年
度
を
迎
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
計
画
が
目
前
に
迫
っ
て
き
て
お
 

り
、
県
俳
人
協
会
で
は
、
四
月
十
九
日
の
通
常
総
会
開
催
の
手
筈
を
整
 

え
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
コ
ロ
ナ
防
止
の
観
点
か
ら
幹
事
会
を
取
り
や
 

め
、
三
月
末
に
三
役
・
合
同
会
議
を
開
催
、
通
常
総
会
は
書
面
表
決
と
 

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
で
創
立
四
十
一
一
 

年
を
迎
え
ま
す
が
、
初
め
て
の
中
止
は
驚
樗
の
極
み
で
す
。
早
急
に
会
 

員
へ
は
書
面
の
表
決
書
を
送
り
、
賛
否
伺
い
を
お
願
い
し
ま
し
た
所
、
 

過
半
数
以
上
の
返
信
が
あ
り
、
規
約
第
八
条
に
よ
り
、
全
て
の
議
事
が
 

可
決
承
認
と
な
り
ま
し
た
事
を
こ
の
場
を
借
り
て
、
ご
報
告
を
申
し
L
 

げ
ま
す
と
共
に
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
 

上
げ
る
次
第
で
す
。
 

な
お
、
卒
寿
賀
詞
、
協
会
賞
準
賞
、
第
一
回
二
十
句
競
詠
賞
の
受
賞
 

者
の
方
々
に
は
逢
う
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
改
め
ま
し
て
お
 

祝
を
申
し
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

コ
ロ
ナ
防
止
の
情
勢
に
お
き
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
緊
急
決
断
に
戸
惑
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い
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
の
命
を
守
る
た
め
に
は
最
善
の
策
で
は
と
 

思
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
、
「
地
球
が
健
康
で
な
け
れ
ば
人
間
は
健
康
に
 

な
ら
な
い
」
、
「
人
間
が
健
康
で
な
け
れ
ば
地
球
も
健
康
に
な
ら
な
い
」
 

と
言
う
言
葉
が
身
に
泌
み
ま
し
た
。
ウ
イ
ル
ス
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
 

も
日
頃
か
ら
免
疫
力
を
整
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
言
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

先
日
ま
で
は
、
多
く
の
俳
句
会
に
顔
を
出
し
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
が
 

何
も
か
も
中
止
。
家
に
寵
る
こ
と
が
多
く
、
次
々
と
紙
上
俳
句
の
投
句
 

が
届
く
た
び
、
緊
張
感
を
呼
び
戻
さ
れ
、
早
く
皆
と
逢
い
た
い
と
思
い
 

つ
つ
不
安
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
時
こ
そ
、
自
分
の
時
間
を
有
 

効
に
俳
句
を
詠
む
こ
と
に
よ
り
、
心
安
ら
ぐ
気
が
い
た
し
ま
す
。
 

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
年
）
と
言
う
年
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
防
 

止
を
抜
き
に
し
て
は
語
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
は
 

し
か
し
句
材
 

も
例
え
ば
、
無
観
客
の
相
撲
や
野
球
、
人
気
の
な
い
街
の
様
子
、
マ
ス
 

ク
着
用
の
暮
し
な
ど
、
事
実
で
あ
っ
て
も
詩
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
と
疑
 

問
を
感
じ
た
人
も
多
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
数
年
後
に
は
意
味
が
 

通
じ
な
く
な
り
、
危
恨
し
て
避
け
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
 

俳
人
は
今
の
非
常
事
態
を
書
き
留
め
る
こ
と
も
自
然
だ
と
思
う
の
で
す
。
 

こ
の
度
は
、
何
と
思
い
が
け
な
い
決
断
に
迫
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
 

た
こ
と
か
、
ど
ん
な
リ
ー
ダ
ー
で
も
う
ま
く
行
っ
て
当
た
り
前
、
失
敗
 

す
れ
ば
批
判
さ
れ
、
最
善
は
な
い
の
に
、
最
悪
だ
け
が
あ
り
得
る
と
言
 

う
恐
さ
で
す
。
仕
方
の
な
い
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
決
断
の
大
切
 

は
、
「
無
私
の
精
神
」
と
言
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
当
分
は
推
移
を
見
 

守
り
な
が
ら
、
新
年
度
の
企
画
を
臨
機
応
変
に
、
や
れ
る
こ
と
か
ら
全
 

力
を
尽
く
し
て
実
施
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

ま
だ
ま
だ
予
断
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
お
互
い
に
健
康
第
一
に
過
ご
 

さ
れ
、
ご
健
吟
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。
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松
 
浦
 
俊
 
介
 
選
 

特
 
選
 

雪
女
郎
う
す
う
す
と
月
あ
り
に
け
り
 

鶴
岡
市
 

斎
藤
 
峯
男
 

秀
 
逸
 

ス
ト
ー
ブ
の
廊
下
に
燃
ゆ
る
湯
宿
か
な
 

鶴
岡
市
 

池
田
 

栄
 

阿
 
部
 
月
山
子
 
選
 

快
晴
に
飛
ぶ
や
一
纏
の
雪
迎
へ
 

白
鷹
町
 

山
口
 

恵
子
 

鳥
海
山
の
肩
よ
り
昇
る
初
日
の
出
 

酒
田
市
 

加
藤
 

悟
 

‘》
 

コ
 

力
石
に
ち
よ
つ
と
降
り
来
し
初
雀
 

山
形
市
 

折
原
 
慶
子
 

海
境
に
広
ご
る
佐
渡
の
冬
タ
焼
 

鶴
岡
市
 

小
玉
 

フ
ミ
 

拾
う
た
る
命
弦
し
き
初
日
か
な
 

村
山
市
 

柴
田
美
智
子
 

佳
 
作
 

和
 

一
年
一
一
月
十
‘
ハ
口
（
日
・
・
）
 

と
こ
「
つ
 

山
 
形
 
市
 
保
 
健
 
セ
 
ン
 
タ
 
ー
 

‘

ー

 

‘
・
隣
・
嚇
 

叫
 

在
り
し
日
の
ま
ま
の
文
机
石
蕗
の
花
 

街
な
か
に
托
鉢
の
鈴
冬
の
月
 

杉
山
に
日
矢
い
く
筋
も
初
景
色
 

風
花
や
格
子
の
中
の
阿
修
羅
像
 

三
色
の
祝
賀
放
水
出
初
式
 

最
上
川
船
見
番
所
の
冬
ざ
る
る
 

蔵
王
嶺
を
金
色
に
染
め
初
日
の
出
 

秀
 
逸
 

南
陽
市
 

佐
藤
 
正
代
 

鮭
川
村
 

小
川
 

庭
水
 

東
根
市
 

大
江
 
洋
子
 

鶴
岡
市
 

斎
藤
 
峯
男
 

山
形
市
 

井
上
多
桂
子
 

鶴
岡
市
 

栗
原
 
愛
子
 

山
形
市
 

石
黒
 
節
子
 

観
音
に
響
く
手
締
め
や
達
磨
市
 

鶴
岡
市
 

本
間
 
ま
り
 

旅
は
じ
め
機
窓
に
大
き
冬
の
虹
 

山
形
市
 

井
上
多
桂
子
 

鼠
ケ
関
印
の
賑
は
ひ
嫁
が
君
 

鶴
岡
市
 

小
玉
 

フ
ミ
 

赤
ち
や
う
ち
ん
屋
台
に
小
さ
き
団
子
花
 

山
形
市
 

渡
辺
 
幸
則
 

緋
衣
の
貫
主
の
読
経
餅
掲
け
り
 

鶴
岡
市
 

栗
原
 
愛
子
 

寒
晴
や
鳶
大
ら
か
に
輪
を
広
ぐ
 

山
形
市
 

横
道
輝
久
子
 

室
生
寺
の
百
の
階
初
霞
 

東
根
市
 

門
脇
 
好
子
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冬
凪
の
島
へ
ひ
と
筋
朱
き
橋
 

佳
 
作
 

小
春
日
や
色
を
違
ふ
る
三
方
五
湖
 

末
社
裏
ふ
い
に
鴛
の
急
降
下
 

初
詣
鈷
彫
粗
き
仏
か
な
 

大
旦
息
静
な
る
白
竜
湖
 

あ
ま
は
げ
の
里
は
雑
魚
干
す
日
和
か
な
 

鰍
焼
く
油
の
垂
る
る
竹
の
串
 

鳥
海
山
の
肩
よ
り
昇
る
初
日
の
出
 

波
尖
り
冬
の
サ
ー
フ
ァ
ー
見
え
隠
れ
 

三
色
の
祝
賀
放
水
出
初
式
 

鳥
追
の
唄
の
掠
れ
る
村
外
れ
 

鈴
 
木
 

正
 

子
 
選
 

特
 
選
 

楳
や
胡
坐
に
赤
子
抱
く
白
寿
 

秀
 
逸
 

鳥
海
の
風
強
き
日
や
磯
菜
摘
む
 

草
々
の
水
茎
清
し
初
便
 

丹
田
に
喜
寿
の
気
合
や
初
鏡
 

遺
さ
れ
し
父
愛
用
の
輪
裸
 

山
形
市
 

井
上
多
佳
子
 

h

彩
」
り
 

鶴
岡
市
 

東
根
市
 

u
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鶴
岡
市
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酒
田
市
 

鶴
岡
市
 

U
U

レ」り 

七
彩
有
 

井
上
多
桂
子
 

佐
藤
 
栄
美
 

斎
藤
耕
次
郎
 

青
木
 

力
 

佐
藤
 
照
子
 

粛
藤
 
」県人 

加
藤
 

悟
 

本
間
 
ま
り
 

井
上
多
桂
子
 

鈴
木
 
周
子
 

鶴
岡
市
 

木
村
 
慶
子
 

山
形
市
 

金
谷
ゆ
か
り
 

山
形
市
 

遠
藤
 

祥
 

東
根
市
 

阿
部
小
夜
子
 

山
形
市
 

横
道
輝
久
子
 

諦
め
も
生
き
る
術
な
り
初
詣
 

村
山
市
 

柴
田
美
智
子
 

佳
 
作
 

特 

故
郷
を
旅
の
地
と
な
し
雑
煮
餅
 

流
れ
て
は
ま
た
遡
る
浮
寝
鳥
 

元
朝
や
都
に
継
が
る
る
雅
楽
の
音
 

嫁
が
君
籾
所
の
板
を
直
し
け
り
 

幾
曲
り
し
て
の
八
十
路
や
七
日
粥
 

初
明
り
山
伏
背
負
ふ
魔
除
け
綱
 

ま
ほ
ろ
ば
の
民
話
の
里
や
機
始
 

持
ち
寄
り
の
重
詰
と
愚
痴
女
正
月
 

人
日
や
研
ぎ
始
め
た
り
鍬
と
鎌
 

冬
ざ
れ
や
川
音
ひ
び
く
札
所
径
 

埼
玉
県
 

増
田
 
信
雄
 

山
形
市
 

岸
 
さ
な
え
 

山
形
市
 

伊
藤
 
厚
子
 

上
山
市
 

堀
川
 
栄
助
 

山
形
市
 

渡
辺
 
幸
則
 

鶴
岡
市
 

佐
藤
 
栄
美
 

天
童
市
 

高
橋
喜
恵
子
 

山
形
市
 

松
田
 
恵
子
 

山
形
市
 

清
野
佐
知
子
 

山
形
市
 

若
木
 
映
子
 

黒
 

坂
 
重
 
政
 

選
 

選
 

寒
垢
離
の
湯
気
を
ま
と
ひ
て
仁
王
立
ち
 

米
沢
市
 

小
島
 

緑
泉
 

秀
 
逸
 

ふ
る
さ
と
へ
成
人
の
日
の
大
志
告
ぐ
 

息
止
め
る
こ
と
よ
り
学
ぶ
筆
始
 

古
稀
迎
へ
論
語
知
ら
ず
や
寒
卵
 

初
市
や
暫
し
昭
和
の
風
の
中
 

東
根
市
 

阿
部
美
和
子
 

南
陽
市
 

渡
部
 
次
代
 

上
山
市
 

堀
川
 

栄
助
 

上
山
市
 

石
井
 
浩
吉
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農
継
が
ぬ
子
も
帰
り
来
て
餅
を
つ
く
 

佳
 
作
 

な
ま
は
げ
の
去
り
し
座
敷
の
泣
き
笑
ひ
 

月
山
の
黒
雲
分
け
て
初
茜
 

初
旅
の
切
符
飛
び
出
す
改
札
機
 

は
ら
か
ら
の
母
似
父
似
や
年
酒
酌
む
 

教
材
の
針
箱
今
も
縫
始
 

鳥
海
山
の
肩
よ
り
昇
る
初
日
の
出
 

卒
寿
ま
で
尽
き
ぬ
意
欲
や
初
日
記
 

ま
ほ
ろ
ば
の
民
話
の
里
や
機
始
 

松
過
ぎ
て
元
の
ひ
と
り
に
な
り
に
け
り
 

改
札
を
抜
け
て
マ
ス
ク
の
街
に
散
る
 

伊
 
藤
 

寛
 
選
 

特
 
選
 

ど
ん
が
ら
汁
椀
に
あ
ふ
る
る
寒
梅
忌
 

秀
 
逸
 

年
用
意
電
子
辞
書
に
も
乾
電
池
 

故
郷
を
旅
の
地
と
な
し
雑
煮
餅
 

隙
間
よ
り
片
目
で
覗
き
福
袋
 

鳥
海
の
風
強
き
日
や
磯
菜
摘
む
 

‘
・
、
ー
l
 

山
形
市
 

佐
々
木
次
雄
 

山
形
市
 

鶴
岡
市
 

山
形
市
 

山
形
市
 

東
根
市
 

酒
田
市
 

山
形
市
 

天
童
市
 

山
形
市
 

山
形
市
 

栗
原
た
だ
し
 

斎
藤
キ
ミ
子
 

大
井
田
千
代
子
 

木
嶋
 
玲
子
 

阿
部
美
和
子
 

加
藤
 

悟
 

清
野
佐
知
子
 

高
橋
喜
恵
子
 

高
橋
た
け
子
 

鈴
木
 
周
子
 

鶴
岡
市
 

木
村
 
慶
子
 

山
形
市
 

長
谷
川
陽
子
 

埼
玉
県
 

増
田
 
信
雄
 

山
形
市
 

松
田
 
恵
子
 

山
形
市
 

金
谷
ゆ
か
り
 

佳
 

毛
糸
編
む
十
指
衰
へ
な
き
姐
 

西
川
町
 

板
坂
 
歩
牛
 

作
 

旅
は
じ
め
機
窓
に
大
き
冬
の
虹
 

御
社
の
長
き
階
初
松
籍
 

加
湿
器
や
赤
子
よ
く
寝
る
昼
下
が
り
 

鰍
焼
く
油
の
垂
る
る
竹
の
串
 

在
り
し
日
の
ま
ま
の
文
机
石
蕗
の
花
 

父
母
の
と
う
に
亡
き
里
冬
銀
河
 

杉
山
に
日
矢
い
く
筋
も
初
景
色
 

初
市
や
暫
し
昭
和
の
風
の
中
 

香
煙
を
前
頭
葉
に
小
春
風
 

新
聞
の
コ
ラ
ム
音
読
春
障
子
 

当
日
句
 
席
題
 

「
雨
水
」
 

金
子
つ
と
む
 
特
選
 

葱
畑
の
黒
土
匂
ふ
雨
水
か
な
 

外
国
語
聞
こ
ゆ
る
駅
の
雨
水
か
な
 

雨
水
か
な
女
が
薄
き
超
た
た
む
 

り、 

山
形
市
 

井
上
多
桂
子
 

山
形
市
 

志
鎌
恵
美
子
 

白
鷹
町
 

小
林
香
代
子
 

山
形
市
 

粛
藤
 
員
人
 

南
陽
市
 

佐
藤
 

正
代
 

米
沢
市
 

猪
俣
 
洋
子
 

東
根
市
 

大
江
 
洋
子
 

上
山
市
 

石
井
 
浩
吉
 

鶴
岡
市
 

三
浦
 
茂
子
 

白
鷹
町
 

東
海
林
朝
子
 

山
形
市
 

伊
藤
 
ふ
み
 

山
形
市
 

小
関
 
恵
子
 

新
庄
市
 

柏
崎
 
寿
宣
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新
春
大
会
記
 

第
四
十
二
回
山
形
県
新
春
俳
句
大
会
が
二
月
十
六
日
、
霞
城
セ
ン
ト
 

ラ
ル
三
階
山
形
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
昨
年
を
 

上
回
る
六
十
九
名
、
事
前
投
句
数
は
六
〇
二
句
。
 

十
時
三
十
分
の
受
付
開
始
と
同
時
に
、
席
題
「
雨
水
」
が
発
表
さ
れ
、
そ
 

れ
ぞ
れ
席
題
を
胸
に
作
句
と
推
敵
、
投
句
数
は
六
十
一
句
で
あ
っ
た
。
 

十
三
時
に
大
会
は
開
会
。
黒
坂
重
政
副
会
長
の
開
会
の
言
葉
、
鈴
木
 

正
子
会
長
の
挨
拶
の
後
、
選
者
の
紹
介
、
事
前
句
の
各
選
者
特
選
一
句
、
 

秀
逸
五
句
の
入
選
発
表
と
講
評
が
行
わ
れ
た
。
各
選
者
は
入
選
句
の
講
 

評
に
あ
た
り
、
句
の
焦
点
を
絞
る
、
場
面
が
鮮
や
か
に
表
現
さ
れ
て
い
 

る
、
ユ
ー
モ
ア
が
あ
る
、
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
選
考
理
由
を
 

述
べ
ら
れ
た
。
 

続
い
て
本
日
の
席
題
「
雨
水
」
の
入
選
句
の
発
表
と
講
評
。
選
者
よ
り
、
 

季
語
の
意
味
と
説
明
が
あ
っ
た
。
参
加
者
は
出
席
し
な
い
と
聞
く
事
が
出
 

来
な
い
作
句
の
ポ
イ
ン
ト
等
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
し
た
。
 

選
者
染
筆
の
抽
選
会
で
は
、
会
場
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
十
四
時
 

十
五
分
に
閉
会
し
た
。
 

そ
の
後
に
行
わ
れ
た
懇
親
 

会
は
、
十
五
時
よ
り
紅
花
楼
 

に
て
開
催
、
終
始
和
や
か
な
 

な
か
、
十
七
時
に
散
会
と
 

な
っ
た
。
 

（
鈴
木
 

実
記
）
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山
形
県
俳
人
協
会
賞
選
考
経
過
に
つ
い
て
 

選
考
委
員
長
 
黒
 

坂
 

重
 

政
 

県
俳
人
協
会
賞
の
選
考
委
員
会
は
、
三
月
十
一
日
に
山
形
市
の
ま
な
 

び
館
で
、
黒
坂
重
政
、
伊
藤
寛
、
工
藤
稲
郵
、
岸
さ
な
え
、
伊
藤
ふ
み
、
 

各
委
員
の
五
名
が
出
席
し
、
鈴
木
正
子
会
長
の
同
席
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。
 

対
象
と
な
る
句
集
は
、
令
和
元
年
度
に
出
版
さ
れ
た
県
俳
人
協
会
会
 

員
の
個
人
句
集
で
あ
る
。
選
考
方
法
は
昨
年
度
同
様
に
、
事
前
に
各
委
 

員
に
依
頼
し
て
い
る
三
冊
の
句
集
の
読
み
込
み
と
、
合
議
後
に
判
定
の
 

た
め
の
参
考
と
す
る
た
め
、
数
項
目
の
選
考
基
準
に
よ
る
資
料
等
を
も
 

と
に
、
全
員
協
議
の
形
で
進
め
て
き
た
次
第
で
あ
る
。
 

今
回
は
、
句
集
『
亀
ケ
崎
に
て
』
八
柳
悦
子
・
『
淡
雪
』
川
村
耕
泉
・
 

『
小
さ
き
歩
』
山
野
井
よ
し
子
各
氏
の
三
冊
で
、
各
委
員
か
ら
は
、
順
次
 

に
一
冊
ず
つ
の
作
品
の
全
体
的
な
感
想
を
述
べ
合
い
、
忌
揮
の
な
い
意
 

見
が
交
わ
さ
れ
た
。
 

三
人
の
著
者
は
、
八
十
代
一
名
、
七
十
代
が
二
名
と
、
正
に
人
生
と
 

俳
歴
の
歩
み
も
豊
か
に
長
く
、
ベ
テ
ラ
ン
の
方
々
で
あ
る
。
 

ど
な
た
で
も
、
旬
集
の
上
梓
は
著
者
の
人
生
と
俳
句
道
の
集
大
成
で
 

あ
り
、
ま
た
自
分
史
で
も
あ
る
。
三
冊
の
句
集
と
も
大
方
は
境
涯
俳
句
 

で
あ
る
が
、
著
者
の
人
生
観
と
俳
句
理
念
を
想
起
さ
せ
る
三
者
三
様
の
 

味
わ
い
が
あ
っ
た
。
 

次
に
、
各
句
集
の
印
象
に
残
っ
た
作
品
を
抄
出
す
る
。
 

ー

ー

ー

 

！
 

骨

首

句

集

『

亀

ケ

崎

に

で

』

 八
柳
 

脱
子
 

I

，

」

ー

 

・

 

⑥
八
柳
悦
子
氏
『
亀
ケ
崎
に
て
』
 

酒
田
の
歴
史
を
今
に
伝
え
て
、
「
亀
 

ケ
崎
」
と
い
う
地
区
名
を
句
集
名
に
し
た
ユ
ニ
ー
ク
さ
。
庄
内
の
風
 

土
に
生
の
証
を
探
り
、
自
然
と
共
に
、
平
明
な
が
ら
優
し
く
温
か
な
 

感
性
で
詠
み
上
げ
た
作
品
群
は
、
気
負
い
な
く
好
感
が
持
て
る
。
 

・
留
守
番
の
父
に
鰍
焼
い
て
を
り
 

・
鎌
た
た
む
朝
日
の
中
の
枯
蛸
鄭
 

⑥
川
村
耕
泉
氏
『
淡
雪
』
 

ご
高
齢
な
が
ら
第
二
句
集
の
上
梓
に
敬
意
を
 

表
し
た
い
。
自
分
史
で
あ
る
と
い
う
「
俳
句
生
活
」
の
中
か
ら
生
ま
 

れ
た
一
句
一
句
は
、
平
明
で
あ
り
説
明
を
要
し
な
い
。
特
に
家
族
愛
 

に
満
ち
た
作
品
が
多
く
、
人
生
の
節
目
ご
と
の
作
者
像
が
浮
か
ぶ
。
 

・
月
山
の
水
を
携
へ
受
験
の
子
 

・
花
筏
ゆ
る
り
と
真
鯉
崩
し
あ
く
 

⑨
山
野
井
よ
し
子
氏
『
小
さ
き
歩
』
 

作
者
が
五
十
年
に
及
ぶ
俳
句
生
活
 

の
中
か
ら
生
ま
れ
た
三
千
余
句
の
多
作
の
足
跡
は
、
正
に
「
継
続
は
 

力
な
り
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
厳
選
さ
れ
た
七
百
余
句
は
、
日
常
の
 

生
活
に
根
ざ
し
た
句
が
多
く
、
や
は
り
、
平
明
に
自
在
に
季
節
の
流
 

れ
を
詠
ん
で
い
る
。
 

・
ふ
き
の
た
う
摘
め
ば
命
に
触
れ
し
ご
と
 

・
白
と
い
ふ
色
と
向
き
合
ふ
筆
始
 

判
定
は
、
全
委
員
の
公
正
な
る
選
考
と
多
数
決
に
よ
り
、
準
賞
に
八
 

柳
悦
子
氏
の
『
亀
ケ
崎
に
て
』
を
推
薦
。
今
後
も
諸
氏
の
更
な
る
研
鎖
 

と
健
吟
の
程
を
念
じ
、
鈴
木
正
子
協
会
長
の
賛
同
を
得
て
「
準
賞
」
に
 

決
定
し
た
次
第
で
あ
る
。
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第
）
回
山
形
県
飼
句
競
詠
俳
 

選
考
を
終
え
て
 

伊

藤

 

寛
 

は
じ
め
に
、
今
回
の
結
果
発
表
は
、
第
一
回
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
 

よ
う
に
大
き
く
取
り
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
 

募
集
に
は
、
当
初
の
予
想
を
は
る
か
に
越
え
る
六
十
九
編
の
応
募
が
 

あ
っ
た
。
新
た
な
賞
へ
の
期
待
の
表
れ
と
、
選
考
委
員
一
同
う
れ
し
く
 

思
う
。
 

数
多
く
の
応
募
を
い
た
だ
い
た
一
因
と
し
て
、
俳
句
を
ま
と
め
、
そ
 

れ
に
題
を
つ
け
て
発
表
し
て
み
た
い
と
い
う
潜
在
的
な
欲
求
が
、
会
員
 

の
中
に
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
 

だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
賞
が
そ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
選
 

考
委
員
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
あ
る
。
こ
の
賞
が
今
後
、
会
員
の
個
 

人
句
集
の
発
行
を
促
す
よ
う
な
流
れ
に
な
れ
ば
と
期
待
す
る
。
 

大
賞
、
優
秀
賞
、
入
選
合
わ
せ
て
十
八
編
は
、
八
人
の
委
員
の
点
盛
 

に
よ
っ
て
決
定
し
た
。
六
十
九
編
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
十
編
を
選
 

び
、
最
高
点
を
十
点
と
し
、
次
が
九
点
、
以
下
順
に
点
数
を
付
け
た
。
 

集
計
の
結
果
、
大
賞
に
伊
藤
厚
子
氏
の
「
黒
川
能
」
が
、
優
秀
賞
に
 

木
村
慶
子
氏
の
「
ど
ん
づ
き
唄
」
が
選
ば
れ
た
。
 

句
賞
 

謝引 

‘

 

大
 

賞
 

『
黒
川
能
」
 

伊

藤

 
厚

子

 

擾

秀

賞

 
「
ど
ん
づ
き
唄
」
 

木

村

 
慶

子

 

大
賞
、
優
秀
賞
と
も
に
、
二
十
句
の
制
限
の
中
で
、
句
材
を
選
び
、
 

視
点
を
定
め
、
丁
寧
に
詠
み
進
め
た
こ
と
で
、
表
現
に
工
夫
と
深
み
が
 

出
た
よ
う
に
思
う
。
 

二
十
句
に
ふ
さ
わ
し
い
題
材
と
か
、
作
り
や
す
い
題
材
が
あ
る
の
だ
 

ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
限
ら
れ
た
二
十
句
の
中
で
、
い
か
に
多
 

様
な
詠
み
方
を
す
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
ろ
う
。
次
回
応
募
す
る
と
き
 

も
、
こ
の
点
を
考
慮
し
、
そ
れ
ぞ
れ
作
戦
を
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

さ
て
、
「
鷹
」
主
宰
で
あ
っ
た
藤
田
湘
子
は
、
発
想
の
似
た
句
を
作
ら
 

な
い
よ
う
、
「
俳
句
メ
ガ
ネ
」
を
外
せ
と
教
え
た
と
い
う
。
 

残
念
な
が
ら
、
応
募
作
の
中
に
は
「
俳
句
メ
ガ
ネ
」
を
か
け
て
作
っ
 

た
俳
句
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
ど
ん
な
俳
句
か
と
い
え
ば
、
形
は
で
き
 

て
い
る
が
中
身
の
空
虚
な
俳
句
の
こ
と
で
あ
る
。
 

俳
句
は
型
の
文
芸
で
あ
る
。
型
を
生
か
す
文
芸
で
あ
る
。
し
か
し
、
型
 

に
巌
め
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
肝
に
銘
じ
た
い
。
 

惜
し
く
も
選
か
ら
漏
れ
た
五
十
一
編
の
中
か
ら
、
目
に
と
ま
っ
た
句
 

を
上
げ
さ
せ
て
も
ら
う
（
順
不
同
）
。
ど
の
句
も
飾
ら
ず
に
詠
ま
れ
て
い
 

て
、
俳
句
に
無
理
を
さ
せ
な
い
、
好
感
の
持
て
る
作
品
で
あ
る
。
 

弓
道
着
姿
一
列
梅
開
く
 

鈴
木
 
あ
い
 

桐
の
花
香
り
て
婚
の
整
へ
り
 

竹
田
 
朝
子
 

裸
木
と
な
り
て
高
層
ビ
ル
浮
か
ぶ
 

大
森
 

ア
キ
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十
薬
を
干
し
て
ー
つ
家
三
世
代
 

リ
ズ
ム
良
き
軒
端
雫
や
冬
う
ら
ら
 

賀
状
受
く
昭
和
九
十
五
年
か
な
 

滴
り
の
未
だ
に
つ
づ
く
戦
後
か
な
 

日
帰
り
の
バ
ス
を
仕
立
て
て
女
正
月
 

一
人
居
の
姐
す
こ
や
か
黄
水
仙
 

沢
水
の
激
し
き
音
や
山
開
 

猪
股
 
洋
子
 

堀
野
カ
ヅ
子
 

菊
池
み
さ
子
 

中
鉢
 
時
雨
 

小
島
 

緑
泉
 

岸
 

好
子
 

鈴
木
 
周
子
 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
県
内
外
の
俳
句
大
会
や
句
会
が
次
々
と
取
り
や
 

め
に
な
る
中
、
作
句
、
投
句
の
機
会
が
減
っ
て
い
る
の
で
は
と
懸
念
す
 

る
。
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
2
0
句
俳
句
賞
に
応
募
し
て
い
た
だ
き
、
俳
 

句
へ
の
意
欲
を
保
ち
つ
つ
、
ス
ト
レ
ス
や
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
解
 

消
し
て
ほ
し
い
。
 

こ
の
賞
が
、
回
を
重
ね
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
の
俳
句
の
 

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
役
立
つ
も
の
と
確
信
す
る
。
 

実
力
向
上
に
繋
が
る
二
十
旬
 

阿

部

月

山

子

 

令
和
元
年
度
は
、
「
山
形
県
2
0
句
競
詠
俳
句
賞
」
が
新
設
実
施
さ
れ
た
 

記
念
す
べ
き
年
と
な
っ
た
。
短
期
間
で
の
取
り
纏
め
と
選
句
で
あ
っ
た
 

の
で
事
務
局
の
方
や
選
者
は
大
変
だ
っ
た
と
思
う
。
そ
し
て
、
予
想
も
 

し
な
か
っ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
の
世
界
的
流
行
で
、
多
く
の
 

行
事
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
事
態
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
事
務
局
 

と
選
者
の
努
力
で
二
十
句
競
詠
が
実
施
さ
れ
て
、
六
十
九
篇
の
多
数
の
 

作
品
が
集
ま
り
、
会
員
の
熱
意
に
感
動
さ
せ
ら
れ
た
の
で
し
た
。
 

第
一
回
の
大
賞
は
伊
藤
厚
子
さ
ん
の
「
黒
川
能
」
で
、
優
秀
賞
は
、
 

木
村
慶
子
さ
ん
の
「
ど
ん
づ
き
唄
」
で
、
ど
ち
ら
の
作
品
も
、
群
を
抜
 

く
作
品
で
、
多
く
の
選
者
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
 

時
間
の
短
縮
の
た
め
に
原
稿
を
コ
ピ
ー
で
配
布
し
た
が
、
読
み
に
く
 

い
原
稿
は
損
を
し
ま
す
の
で
結
麗
に
書
き
ま
し
ょ
う
。
二
十
句
を
纏
め
 

る
こ
と
は
、
俳
旬
の
実
力
向
上
に
繋
が
る
の
で
、
ぜ
ひ
、
こ
れ
か
ら
も
、
こ
 

の
企
画
を
継
続
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。
 

競
詠
の
審
査
を
終
え
て
 

鈴

木

 
正

子

 

初
め
て
の
試
み
の
、
二
十
句
競
詠
の
審
査
を
緊
張
の
中
終
え
る
こ
と
 

が
出
来
ま
し
た
。
応
募
数
な
ど
不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
思
い
の
他
多
く
、
 

七
十
余
名
の
参
加
者
に
改
め
て
、
作
句
力
と
熱
意
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
 

に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
各
自
の
作
品
は
多
様
で
と
て
も
読
 

み
ご
た
え
が
あ
り
、
選
考
委
員
と
共
に
大
変
勉
強
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
 

選
は
一
作
品
ず
つ
に
丸
印
を
つ
け
最
終
的
に
持
ち
点
を
加
え
、
そ
の
 

結
果
、
 

一
位
に
「
黒
川
能
」
。
 

一
連
の
吟
行
句
と
し
何
度
か
足
を
運
び
、
 

立
ち
位
置
を
し
っ
か
り
と
描
写
さ
れ
力
量
の
確
か
さ
を
評
価
し
ま
し
た
。
 

二
位
は
、
「
し
な
織
の
里
」
。
場
所
を
ー
つ
に
絞
り
風
土
豊
か
に
柚
人
の
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動
き
を
リ
ア
ル
に
捉
え
ら
れ
ま
し
た
。
次
に
 
「
ど
ん
づ
き
唄
」
、
「
秋
を
 

詠
む
」
、
「
喜
寿
の
春
」
を
推
し
ま
し
た
。
 

次
年
度
の
開
催
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
更
な
る
向
上
を
目
指
 

し
挑
戦
し
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
 

の
自
粛
が
続
き
ま
す
が
、
平
穏
無
事
の
自
然
を
愛
で
る
日
を
心
よ
り
 

願
っ
て
お
り
ま
す
。
 

俳
句
の
あ
る
風
景
 

黒
坂
 
重
政
 

令
和
元
年
度
に
ふ
さ
わ
し
く
、
県
俳
人
協
会
初
の
企
画
事
業
で
あ
る
 

「
第
一
回
2
0
句
競
詠
賞
」
。
応
募
総
数
は
予
想
を
上
回
り
六
十
九
編
、
各
 

選
考
委
員
ご
と
に
優
れ
た
作
品
十
編
を
選
考
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
結
 

果
、
全
会
員
周
知
の
通
り
、
十
八
作
品
入
賞
が
決
定
し
た
次
第
で
あ
る
。
 

以
下
、
印
象
に
残
っ
た
作
品
（
大
賞
‘
優
秀
賞
を
除
く
）
を
入
選
作
よ
 

り
抽
出
す
る
。
着
想
、
表
現
等
の
細
い
分
析
は
さ
て
お
き
、
総
じ
て
作
 

風
は
安
定
し
て
い
る
。
 

・
秋
を
詠
む
（
渡
辺
幸
則
さ
ん
）
ま
と
ま
り
の
あ
る
秋
季
雑
詠
。
 

立
秋
を
知
ら
さ
れ
望
む
遠
蔵
王
 

・
高
田
松
原
（
猪
俣
と
み
を
さ
ん
）
社
会
性
俳
句
に
昇
華
。
 

一
本
の
命
守
ら
む
松
手
入
 

・
あ
み
だ
銭
（
木
村
比
紗
子
さ
ん
）
日
常
の
自
分
史
の
結
晶
。
 

除
夜
の
鐘
ま
だ
先
の
あ
る
あ
み
だ
銭
 

大
成
功
具
 

小
野
 

誠
一
 

「
山
形
県
2
0
句
競
詠
俳
句
賞
」
の
イ
ベ
ン
ト
が
決
ま
り
、
選
者
を
仰
せ
 

つ
か
り
ま
し
た
。
反
響
は
大
き
く
会
員
の
熱
意
に
感
動
し
ま
し
た
。
応
 

募
作
品
集
六
十
九
編
予
想
以
上
の
結
果
で
本
当
に
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
 

私
の
選
考
に
つ
い
て
感
想
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

私
は
常
日
頃
、
俳
句
の
命
は
季
語
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
先
 

づ
全
体
的
な
印
象
か
ら
約
半
数
に
絞
り
込
み
、
何
日
か
か
け
て
や
っ
と
 

十
編
を
選
び
ま
し
た
。
第
一
位
は
「
黒
川
能
」
、
私
以
外
に
お
二
人
の
選
 

も
第
一
位
で
わ
が
意
を
得
た
り
で
し
た
0

「
黒
川
能
」
は
連
作
。
・
落
ち
 

入
り
易
い
自
己
類
想
が
な
い
・
生
き
て
る
季
語
・
文
語
文
法
の
用
法
が
 

適
切
・
句
意
明
解
、
辞
書
不
要
な
作
品
で
し
た
。
 

凍
道
の
案
内
の
託
や
は
ら
か
し
 

第
一
句
に
置
き
心
憎
い
ほ
ど
の
構
成
で
し
た
。
二
・
三
・
十
回
と
協
 

会
の
名
物
行
事
と
し
て
、
歴
史
を
重
ね
て
ゆ
け
る
よ
う
期
待
を
し
ま
す
。
 

第
一
回
2
0
句
俳
句
賞
の
選
考
に
当
っ
て
 

エ
藤
 

稲
郭
 

始
め
に
今
回
の
競
詠
俳
句
賞
に
六
十
九
名
の
皆
さ
ん
に
御
参
加
い
た
 

だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
二
十
句
を
ま
と
め
る
に
は
、
色
々
の
条
件
 

も
あ
り
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
総
投
句
数
に
し
ま
す
と
一
三
八
〇
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句
に
な
り
ま
し
た
。
 

一
句
一
句
篤
と
鑑
賞
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

そ
れ
ぞ
れ
に
作
者
の
心
魂
が
込
め
ら
れ
て
い
る
句
ば
か
り
で
し
た
。
入
 

賞
さ
れ
た
皆
様
に
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

今
後
、
こ
の
2
0
句
俳
句
賞
が
県
俳
人
協
会
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
 

益
々
充
実
発
展
す
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
 

私
が
特
に
共
鳴
し
た
句
を
御
紹
介
い
た
し
ま
す
。
 

雨
上
り
ち
ち
ろ
鳴
き
交
ふ
仕
舞
風
呂
 

高
橋
喜
恵
子
 

草
笛
や
師
の
一
言
を
今
も
な
ほ
 

石
井
 
浩
吉
 

タ
暮
れ
は
故
郷
恋
し
木
守
柿
 

山
口
 

恵
子
 

終
活
の
話
も
絶
へ
て
ち
ち
ろ
鳴
く
 

渡
辺
 
幸
則
 

初
音
聴
く
般
若
心
経
唱
へ
つ
つ
 

岸
 

好
子
 

公
平
な
評
価
を
目
指
し
て
 

後
藤
 
貞
義
 

県
俳
人
協
会
初
の
試
み
で
あ
る
2
0
句
競
詠
俳
句
賞
の
選
考
に
当
た
り
、
 

六
十
九
人
も
の
応
募
が
あ
り
、
最
初
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
 

初
回
と
言
う
こ
と
も
あ
り
、
明
確
な
評
価
基
準
は
な
く
、
例
え
ば
、
 

着
想
、
文
法
、
季
語
、
助
詞
、
切
れ
字
等
の
使
い
方
が
適
切
か
ど
う
か
 

の
観
点
を
評
価
で
き
る
基
準
を
設
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
比
較
的
公
平
 

が
保
た
れ
、
総
合
的
な
判
断
が
可
能
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
 

私
は
俳
譜
の
二
文
字
へ
の
意
識
が
強
く
、
滑
稽
さ
が
内
在
し
、
人
の
 

心
を
和
せ
る
こ
と
が
妙
に
好
き
で
す
。
選
句
に
当
っ
て
も
、
そ
の
方
向
 

に
自
然
と
傾
い
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
 

さ
て
、
大
賞
の
「
黒
川
能
」
は
、
タ
イ
ト
ル
に
特
化
し
た
句
で
あ
る
 

が
、
題
目
が
な
い
と
理
解
で
き
な
い
句
も
あ
っ
た
。
総
じ
て
表
現
が
巧
 

み
で
あ
る
が
、
も
っ
と
深
い
と
こ
ろ
を
挟
っ
て
欲
し
か
っ
た
。
 

大
賞
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
入
選
の
「
牡
丹
雪
」
は
、
心
象
的
な
 

句
が
多
く
、
主
観
も
入
り
、
秀
句
が
多
く
高
く
評
価
し
た
い
。
 

感
 
想
 

金
子
つ
と
む
 

「
ど
ん
づ
き
唄
」
は
昔
か
ら
の
習
俗
が
残
る
羽
黒
郷
の
子
供
た
ち
の
一
 

年
間
を
詠
ん
で
い
る
。
ど
ん
づ
き
、
山
菜
採
り
、
謡
の
け
い
こ
、
盆
歌
 

舞
伎
な
ど
多
彩
な
活
動
を
通
し
て
地
域
と
学
校
が
一
緒
に
子
供
の
成
長
 

を
見
守
る
、
や
さ
し
い
教
育
者
の
目
が
感
じ
ら
れ
る
。
 

「
黒
川
能
」
黒
川
能
は
す
で
に
多
く
の
人
が
詠
ん
で
い
る
テ
ー
マ
で
あ
 

る
。
こ
の
作
品
を
読
み
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で
村
を
挙
げ
て
の
行
事
に
 

は
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
近
年
暖
冬
が
続
い
て
い
 

る
が
、
作
者
に
は
吹
雪
の
日
の
黒
川
能
も
ぜ
ひ
見
て
も
ら
い
た
い
。
 

「
熱
帯
夜
」
は
お
そ
ら
く
作
者
初
の
イ
ン
ド
旅
行
の
連
作
。
日
本
と
あ
 

ま
り
に
も
」
馨
っ
風
物
に
接
し
た
時
の
驚
き
や
思
い
が
新
鮮
に
詠
ま
れ
て
 

い
る
。
 

以
上
の
三
篇
と
も
テ
ー
マ
が
一
貫
し
て
お
り
、
選
者
に
訴
え
る
も
の
 

が
強
い
。
二
十
句
の
中
に
お
も
し
ろ
い
句
が
二
三
あ
っ
て
も
、
二
十
句
 

全
体
か
ら
感
じ
ら
れ
る
も
の
を
大
事
に
選
び
ま
し
た
。
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競
詠
俳
句
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入
選
 

大
 
賞
 

「
黒
川
能
」
 

伊
藤
 
厚
子
 

優
秀
賞
 

「
ど
ん
づ
き
唄
」
 

木
村
 
慶
子
 

入
 
選
 

「
喜
寿
の
春
」
 

石
井
 

浩
吉
 

刀 

「
熱
帯
夜
ー
イ
ン
ド
に
て
ー
」
 

佐
治
よ
し
子
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「
秋
を
詠
む
」
 

渡
辺
 
幸
則
 

「
高
田
松
原
」
 

猪
俣
と
み
を
 

「
四
季
点
描
」
 

折
原
 
慶
子
 

「
あ
み
だ
銭
」
 

木
村
比
紗
子
 

「
し
な
織
の
里
（
関
川
）
」
 

佐
藤
 
栄
美
 

「
牡
丹
雪
」
 

小
林
香
代
子
 

「
新
米
ぞ
」
 

牧
 

静
 

「
母
な
る
大
河
」
 

斎
藤
 
」県人 

「
月
の
舟
」
 

金
谷
ゆ
か
り
 

「
菊
花
展
」
 

高
橋
喜
恵
子
 

「
語
り
部
」
 

斎
藤
 
峯
男
 

「
歳
惜
し
む
」
 

山
口
 

恵
子
 

「
雛
の
こ
と
」
 

木
嶋
 
玲
子
 

「
水
音
」
 

佐
藤
権
一
郎
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「
黒
川
能
」
 

伊
藤
 

厚
子
 

凍
道
の
案
内
の
誰
や
は
ら
か
し
 

よ
り
し
ろ
を
結
ぶ
当
屋
の
冴
え
に
け
り
 

声
高
く
稚
児
の
白
足
袋
踏
む
大
地
 

雪
焼
の
手
よ
り
鈴
鳴
る
三
番
隻
 

小
面
の
唐
織
の
結
羅
春
近
し
 

直
面
の
眼
り
り
し
き
王
砥
祭
 

中
入
や
朱
椀
に
香
る
凍
豆
腐
 

寒
灯
の
厨
忙
し
き
割
烹
着
 

寒
暁
へ
継
ぐ
蝋
燭
の
一
貫
匁
 

朗
ら
う
と
寒
夜
徹
す
る
能
舞
台
 

黒
川
能
五
百
余
年
を
継
ぎ
て
来
ぬ
 

湯
た
ん
ぽ
の
包
む
仮
寝
の
安
け
さ
よ
 

産
土
の
ご
と
き
朝
飼
の
棒
鱈
煮
 

黒
川
の
鎮
守
の
社
草
萌
ゅ
る
 

冴
返
る
殿
に
太
夫
の
肖
像
画
 

三
月
の
琴
の
始
む
る
神
事
か
な
 

春
耕
の
鍬
打
つ
し
ぐ
さ
神
の
前
 

早
舞
の
理
路
ひ
か
る
祈
年
祭
 

帰
る
さ
の
白
鳥
群
る
る
田
一
枚
 

蕗
の
整
の
み
な
ぎ
る
畦
や
能
の
里
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「
ど
ん
づ
き
唄
」
 

木
村
 
慶
子
 

金
峯
山
笑
ひ
初
め
の
校
歌
か
な
 

名
を
呼
べ
ば
返
事
を
ち
こ
ち
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
 

ひ
と
り
づ
つ
切
符
を
買
う
て
遠
足
日
 

梅
雨
晴
や
切
ら
る
る
木
木
に
浄
め
酒
 

母
校
祝
ぐ
ど
ん
づ
き
唄
や
青
田
風
 

夏
空
へ
子
ど
も
ど
ん
づ
き
声
張
れ
り
 

赤
子
背
に
ど
ん
づ
き
嚇
す
日
傘
か
な
 

木
の
校
舎
み
が
い
て
別
れ
ソ
ー
ダ
水
 

山
の
も
の
摘
ん
で
み
そ
汁
子
の
キ
ャ
ン
プ
 

年
嵩
の
小
声
の
合
図
目
高
追
ふ
 

転
校
と
知
り
し
下
駄
箱
み
ん
み
蝉
 

四
海
波
さ
ら
ふ
少
女
ら
涼
新
た
 

梓
の
紋
は
校
章
文
化
祭
 

ひ
ら
が
な
の
し
こ
名
に
沸
け
り
草
相
撲
 

お
ひ
ね
り
の
子
役
に
飛
ん
で
盆
歌
舞
伎
 

秋
澄
む
や
加
茂
坂
越
ゆ
る
竿
の
列
 

先
生
も
影
踏
み
な
か
ま
木
の
実
落
つ
 

ス
キ
ー
の
子
た
ち
ま
ち
湯
気
の
子
と
な
り
ぬ
 

校
庭
に
雪
割
る
響
き
羽
黒
郷
 

涙
目
の
絵
羽
織
あ
ま
た
卒
業
歌
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第43回通常総会書面表決 

結果報告 

会員数 376 

回 答 261 

賛 成 259 

反 対 1 

無 効 1 

会長委任 115 

よって、令和2年度山形県俳人協会の 

議事は可決承認されました。ここにご報 

告いたします。 


